
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

県
身
連
の
平
成
二
十
五
年
度
事
業

計
画
と
収
支
予
算
が
、
評
議
員
会
並

び
に
理
事
会
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 

平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
予
算
額
は
、 

六
千
九
百
九
十
八
万
六
千
円
で
前
年

度
予
算
と
比
較
す
る
と
一
千
百
二
十

二
万
八
千
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
主
な
理
由
は
、
神
奈
川
県

障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
事

業
運
営
委
託
費
の
大
幅
な
削
減
に
よ

る
も
の
で
す
。 

 

今
年
度
も
、
大
変
厳
し
い
予
算
状

況
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
効
率
的
な
事
業
展
開
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
障
害
者

の
自
立
と
暮
ら
し
や
す
い
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
次
の
よ
う
な
方

針
の
も
と
に
進
め
ま
す
。 

一
．
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、
さ
ら

な
る
効
率
化
を
図
り
、
公
益
目
的
事

業
を
行
う
。 

  神奈川県身体障害者連合会会報 

 

 

発 行 (公財)神奈川県身体障害者連合会 

     会 長 戸井田 愛 子 

     〒221-0844 

   横浜市神奈川区沢渡4-2 

   電話 045-311-8736 FAX 045-316-6860 

編 集 ｢身障かながわ｣編集委員会 

      編集委員長 新 井 修 身 
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□編集室から……………………………………………⑥ 

 

                    

二
．
災
害
時
の
障
害
者
へ
の
支
援
体

制
の
充
実
を
図
る
よ
う
関
係
機
関
へ

働
き
か
け
を
行
う
。 

三
．
組
織
並
び
に
財
政
基
盤
の
強
化

を
図
る
た
め
、
地
域
団
体
と
連
携
を

強
化
す
る
。 

四
．
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
に
向
け
た
事
業
の
充
実

を
図
る
。 

                   

ま
た
、
売
店
運
営
に
つ
い
て
は
、
経

費
の
節
減
を
進
め
な
が
ら
当
連
合
会

の
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
予
算
の
的
確
か
つ
効
率
的
な

執
行
を
図
り
、
会
員
各
位
の
自
主
的

、
積
極
的
な
参
加
の
も
と
に
法
人
の

目
的
達
成
に
努
め
る
。 

平成25年度神奈川県身体障害者連合会事業予算 

№ 事 業 科 目 本年度予算 増 減 

1 会 議 費 270,000 ▲90,000 

2 負 担 金 165,000 ▲1,000 

3 雑   費 50,000 0 

4 管 理 諸 費 850,000 850,000 

5 地域団体組織強化費 80,000 ▲10,000 

6 広報活動費 1,140,000 0 

7 身体障害者福祉推進活動費 70,000 ▲40,000 

8 部会活動費 1,170,000 0 

9 日身連大会等参加費 525,000 55,000 

10 相談事業費 60,000 ▲20,000 

11 体育振興費 230,000 ▲10,000 

12 福祉大会費 1,150,000 ▲66,000 

13 社会参加推進センター事業運営費 15,460,000 ▲48,443,000 

14 神奈川県障害者スポーツ振興事業費 33,330,000 33,330,000 

15 音声機能障害者発声訓練事業費 900,000 900,000 

16 県障害者スポーツ大会開催費 2,326,000 13,000 

17 全国障害者スポーツ大会相模原市選手団派遣費 8,510,000 2,370,000 

18 県障害者スポーツ振興協議会事務委託費 3,700,000 0 

19 予 備 費 0 ▲66,000 

合   計 69,986,000 ▲11,228,000 

 

(1) 第122号      身 障 か な が わ       平成 25年 4月 15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     
 

 
    

《
お 

知 

ら 

せ
》 

こ
れ
ま
で
障
害
者
社
会
参
加
推
進

セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
実
施
し
て
お

り
ま
し
た
ス
ポ
ー
ツ
関
係
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
よ
り
直
接
県
身
連

が
受
託
し
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
教

室
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

県
と
し
て
事
業
廃
止
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
二
十
四
年
度
を
も
っ
て
終
了

い
た
し
ま
し
た
。 

ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
た
皆
様

に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

(2) 第122号        身 障 か な が わ      平成 25年 4月 15日 

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
、
財
団
法
人
神
奈
川
県
身

体
障
害
者
連
合
会
は
公
益
財
団
法
人
に
移
行
し
ま
し
た
。 

平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
に
新
公
益
法
人
制
度
が
施

行
さ
れ
、
移
行
期
間
五
年
の
間
（
移
行
期
間
満
了
：
平

成
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日
）
に
法
人
移
行
の
申
請
を

し
な
い
場
合
は
解
散
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
理

事
会
・
評
議
員
会
で
法
人
移
行
に
向
け
た
取
組
み
を
進

め
、
県
身
連
内
に
法
人
移
行
準
備
委
員
会
を
設
置
し
て

細
部
に
わ
た
り
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
公
益

財
団
ま
た
は
一
般
財
団
の
ど
ち
ら
に
移
行
す
る
の
か
に

始
ま
り
、
定
款
等
諸
規
定
の
変
更
、
申
請
に
必
要
な
書

面
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
県
身
連
の
法
人
と
し
て
の

目
的
、
事
業
内
容
等
か
ら
公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
が

適
当
で
あ
る
と
判
断
し
、
移
行
認
定
の
申
請
に
向
け
理

事
会
・
評
議
員
会
・
準
備
委
員
会
で
協
議
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
神
奈
川
県
に
も
内
容
等
に
つ
い
て
相
談
・
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
平
成
二
十
四
年
十
月
に
公
益
法
人

移
行
認
定
の
申
請
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
申
請

を
受
け
て
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
益
認
定
等
審
議
会

で
審
査
さ
れ
、
認
定
ま
で
の
間
に
は
内
容
の
修
正
・
変

更
な
ど
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月

に
公
益
法
人
に
相
当
で
あ
る
と
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
決
定
に
伴
い
平
成
二
十
五
年
三
月
に
認
定
書
が
交
付

さ
れ
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
に
公
益
財
団
法
人
へ

の
移
行
登
記
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
後
は
公
益
法
人
と
し
て
各
種
事
業
の
更
な
る
充
実

と
法
人
目
的
の
達
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
地

域
団
体
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

この会報は、赤い羽根共同募金
の配分を受けて発行していま
す。 

 

平
成
二
十
年
十
一
月 

 

・
臨
時
理
事
会
開
催 

平
成
二
十
年
十
二
月 

 

・
新
公
益
法
人
制
度
施
行 

平
成
二
十
一
年
七
月 

 

・
法
人
移
行
準
備
委
員
会
開
催 

平
成
二
十
一
年
十
二
月 

 

・
法
人
移
行
準
備
委
員
会
開
催 

平
成
二
十
二
年
十
一
月 

・
法
人
移
行
準
備
委
員
会
開
催 

 

・
臨
時
評
議
員
会
開
催 

平
成
二
十
三
年
二
月 

 

・
法
人
移
行
準
備
委
員
会
開
催 

平
成
二
十
三
年
八
月 

 

・
最
初
の
評
議
員
選
任
方
法
認
可 

平
成
二
十
四
年
五
月 

 

・
評
議
員
選
定
委
員
会
運
営
規
程
議
決 

 

・
評
議
員
・
理
事
の
選
任
規
程
議
決 

平
成
二
十
四
年
十
月 

 

・
定
款
議
決 

 

・
最
初
の
評
議
員
候
補
者
議
決 

 

・
公
益
法
人
移
行
認
定
の
申
請 

平
成
二
十
四
年
十
二
月 

 
・
公
益
認
定
等
審
議
会
で
公
益
相
当
と
了
承 

平
成
二
十
五
年
二
月 

 

・
法
人
移
行
準
備
委
員
会
開
催 

 

・
最
初
の
評
議
員
選
定
委
員
会
開
催 

平
成
二
十
五
年
三
月 

・
移
行
認
定
書
交
付 

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日 

・
公
益
財
団
法
人
へ
移
行
登
記 

公益法人移行年 表 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ク
タ
ー
ら
し
く
“
ア
ロ
ハ
“
姿
で
登

場
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
【
観
光
協
会
五
十
周
年
、

ゆ
る
～
い
ご
当
地
キ
ャ
ラ
パ
ー
テ
ィ

ー
！
Ｉ
ｎ
湘
南
茅
ヶ
崎
＆
茅
ヶ
崎
さ

く
ら
祭
り
】
が
中
央
公
園
で
三
月
三

十
日(

土)

・
三
十
一
日(

日)

に
行
わ

れ
、
神
奈
川
県
内
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
は
じ
め
、
千
葉
県
、
千
葉
県
船
橋
市

、
岩
手
県
、
東
京
都
か
ら
も
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
（
ゆ
る
キ
ャ
ラ
）
が
応
援
に

来
て
く
れ
ま
し
て
、
大
人
も
子
ど
も

に
交
じ
っ
て
童
心
に
か
え
り
楽
し
い

二
日
間
で
し
た
。 

茅
ヶ
崎
市 

 
え
ぼ
し
麻
呂
く
ん
デ
ビ
ュ
ー 

 

茅
ヶ
崎
市 

戸
井
田

と

い

だ

愛
子

あ

い

こ 

 

広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
ゆ
る
キ
ャ

ラ
）
で
茅
ヶ
崎
市
特
別
観
光
大
使
の

え
ぼ
し
麻
呂
く
ん
は
、
頭
に
湘
南
茅

ヶ
崎
の
シ
ン
ボ
ル
、
え
ぼ
し
岩
の
帽

子
を
か
ぶ
っ
た
九
歳
位
で
十
月
一
日

生
ま
れ
の
男
の
子
。
身
分
は
ち
が
さ 

き
貴
族
。
麻
呂
く
ん
の
口
癖
は 

「
○
○
○
ぞ
よ
ー
」
と
言
い
ま 

す
。
二
月
五
日
か
ら
ア
サ
ヒ
飲 

料
「
十
六
茶
」
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ 

に
神
奈
川
県
を
代
表
し
て
出
演
。 

四
十
七
都
道
府
県
か
ら
選
ば
れ 

た
五
十
四
体
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ 

ク
タ
ー
（
ゆ
る
キ
ャ
ラ
）
が
集 

合
し
、
麻
呂
く
ん
は
湘
南
の
キ
ャ
ラ 

あ
か
る
い
街
に 

伊
勢
原
市 

米
山

よ
ね
や
ま 

 

昇
の
ぼ
る 

 

昨
年
、
伊
勢
原
市
は
新
し
く
市
長

が
変
わ
り
、
髙
山
市
長
に
な
り
ま
し

た
。
障
害
者
自
立
支
援
法
が
障
害
者

総
合
支
援
法
に
改
め
ら
れ
、
障
害
者

の
範
囲
の
拡
大
等
が
行
わ
れ
る
と
と

も
に
、
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
計
画
的
な

整
備
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
事
で
し
ょ

う
。
市
で
は
第
三
次
伊
勢
原
市
地
域

福
祉
活
動
計
画
・
平
成
二
十
五
年
度

～
二
十
九
年
度
（
素
案
）
の
取
組
み

に
つ
い
て
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

総
世
帯
数
は
、
人
口
の
増
加
に
伴
い

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
高
齢
者

単
身
世
帯
・
高
齢
者
夫
婦
世
帯
の
増

加
が
高
く
ま
た
、
障
害
者
手
帳
取
得

者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
ど
こ
の
市
で
も
同
じ
く
言
え
る
の

で
は
！ 

 

さ
て
、
明
る
い
話
題
と
し
て
は
、

現
在
の
医
療
環
境
を
改
善
し
、
新
病

院
（
協
同
病
院
）
と
し
て
市
役
所
東

側
（
田
中
地
区
）
に
移
転
し
ま
す
。

開
院
は
平
成
二
十
六
年
九
月
を
予
定
。 

現
在
、
建
設
地
で
は
基
礎
工
事
を
行

っ
て
お
り
、
建
物
は
七
階
建
て
で
病

床
三
五
〇
床
、
駐
車
場
約
六
〇
〇
台
、 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
障
害
者
駐
車
場
、

ス
ト
ー
マ
ト
イ
レ
な
ど
、
使
い
良
い

方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。 

私
達
伊
勢
原
市
障
害
者
団
体
と
し

て
次
の
事
に
取
り
組
ん
で
進
め
て
い

ま
す
。 

◎
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

運
動
公
園
体
育
館
に
て
毎
年
九
月
中 

◎
伊
勢
原
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
） 

◎
小
学
校
車
イ
ス
体
験
教
室 

各
小
学
校
に
て
年
三
～
四
回 

◎
赤
い
羽
根
街
頭
募
金
と
年
末
た
す

け
あ
い
募
金
等
に
協
力 

県
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
よ
り
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。 

◎
い
せ
は
ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク(

非
常
時
の
事
を
考
え
て

街
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す) 

研
修
会
等
、
そ
の
他
市
の
事
業
に
積

極
的
に
協
力
し
て
お
り
ま
す
。 

活
動
を
活
か
し
、
街
や
施
設
の
バ

リ
ア
改
善
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
、
輪
を

広
げ
て
会
員
と
共
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま 

す
。 

 
 

(3) 第122号         身 障 か な が わ         平成 25年 4月 15日 

市町村のページ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

     
  

平
成
二
十
五
年
度
の
社
会 

見
学
は
、
古
都
／
郡
上
八
幡 

探
訪
と
高
山
温
泉
の
旅
と
し 

て
、
次
の
通
り
実
施
い
た
し 

ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お 

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

◆
期 

日 

六
月
二
十
六
日(

水)  

～
二
十
七
日(

木) 

◆
日 

程 

《
一
日
目
》 

各
地
→
中
部
山
岳
国 

立
公
園
・
上
高
地
→ 

ホ
テ
ル 

《
二
日
目
》 

ホ
テ
ル
→
飛
騨
の
小
京
都
・ 

高
山
散
策
→
清
流
の
街
・ 

郡
上
八
幡(

博
物
館
見
学
等) 

→
各
地 

◆
参
加
費 

二
四
，
八
〇
〇
円 

な
お
、
バ
ス
の
乗
車
場
所
等 

詳
細
は
、
参
加
申
込
締
切
後
に 

決
定
い
た
し
ま
す
。 

詳
し
く
は
各
市
町
村
身
障
団 

体
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
      

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開

幕 
 

四
月
七
日
（
日
）
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
（
知
的
障
害
者
）
競
技
会
・

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
障
害
者

）
競
技
会
を
皮
切
り
に
、
第
七

回
神
奈
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

五
月
十
二
日
（
日
）
に
県
立 

体
育
セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場

で 

開
催
す
る
陸
上
競
技
会
（
身

体 

障
害
者
）
に
お
い
て
総
合
開

会 

式
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
参
加
、
応
援
を

お 

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
陸
上
競
技
会(

身
体
障
害
者) 

 

期
日 

五
月
十
二
日
（
日
） 

 

会
場 

県
立
体
育
セ
ン
タ
ー 

 

申
込 

締
切
ま
し
た
。 

●
陸
上
競
技
会(

知
的
障
害
者) 

 

期
日 

五
月
十
九
日
（
日
） 

 

会
場 

県
立
体
育
セ
ン
タ
ー 

 

申
込 

締
切
ま
し
た
。 

●
卓
球
・サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
競
技
会 

 

期
日 

六
月
九
日
（
日
） 

 

会
場 

寒
川
総
合
体
育
館 

 

申
込 

五
月
一
日
（
水
）
ま
で 

●
水
泳
競
技
会 

 
期
日 

七
月
七
日
（
日
） 

 
会
場 

さ
が
み
は
ら
グ
リ
ー
ン
プ
ー

ル 
 

申
込 
六
月
五
日
（
水
）
ま
で 
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事業案内・報告 

 
 
 
１.趣旨 
 障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて、地域社会における共生の実現に向けて、障害福
祉サービスの充実等障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため、新たな障害保健福祉施策を
講ずるものとする。 
２.概要 
(1)題名 
「障害者自立支援法」を「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総
合支援法）」とする。 

(2)基本理念 
  法に基づく日常生活・社会生活の支援が、共生社会を実現するため、社会参加の機会の確保及   
び地域社会における共生、社会的障壁の除去に資するよう、総合的かつ計画的に行われることを法律
の基本理念として新たに掲げる。 

(3)障害者の範囲（障害児の範囲も同様に対応。) 
 「制度の谷間」を埋めるべく、障害者の範囲に難病等を加える。 
(4)障害支援区分の創設 
 「障害程度区分」について、障害の多様な特性その他の心身の状態に応じて必要とされる標準的な支
援の度合いを総合的に示す「障害支援区分」に改める。 

  ※障害支援区分の認定が知的障害者・精神障害者の特性に応じて行われるよう、区分の制定に当た
っては適切な配慮等を行う。 

(5)障害者に対する支援 
 ① 重度訪問介護の対象拡大（重度の肢体不自由者等であって常時介護を要する障害者として厚生労働

省令で定めるものとする） 
 ② 共同生活介護（ケアホーム）の共同生活援助（グループホーム）への一元化 
 ③ 地域移行支援の対象拡大（地域における生活に移行するための重点的な支援を必要とする者であっ

て厚生労働省令で定めるものを加える） 
 ④ 地域生活支援事業の追加（障害者に対する理解を深めるための研修や啓発を行う事業、意思疎通支

援を行う者を養成する事業等） 
 (6)サービス基盤の計画的整備 
 ① 障害福祉サービス等の提供体制の確保に係る目標に関する事項及び地域生活支援事業の実施に関す

る事項についての障害福祉計画の策定 
 ② 基本指針・障害福祉計画に関する定期的な検証と見直しを法定化 
 ③ 市町村は障害福祉計画を作成するに当たって、障害者等のニーズ把握等を行うことを努力義務化 
 ④ 自立支援協議会の名称について、地域の実情に応じて定められるよう弾力化するとともに、当事者

や家族の参画を明確化 
３.施行期日 
 平成２５年４月１日（ただし、(4)及び(5)①～③については、平成２６年４月１日） 
４.検討規定(障害者施策を段階的に講じるため、法の施行後３年を目途として、以下について検討) 
 ① 常時介護を要する障害者等に対する支援、障害者等の移動の支援、障害者の就労の支援その他の障

害福祉サービスの在り方 
 ② 障害支援区分の認定を含めた支給決定の在り方 
 ③ 障害者の意思決定支援の在り方、障害福祉サービスの利用の観点からの成年後見制度の利用促進の

在り方 
 ④ 手話通訳等を行う者の派遣その他の聴覚、言語機能、音声機能その他の障害のため 

意思疎通を図ることに支障がある障害者等に対する支援の在り方 
 ⑤ 精神障害者及び高齢の障害者に対する支援の在り方 
   ※上記の検討に当たっては、障害者やその家族その他の関係者の意見を反映させる 

措置を講ずる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
恋
人
た
ち
が
、

二
人
の
愛
を
確
か
め
合
う
為
に
い
ら

っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。 

八
月
に
は
私
の
地
区
で
「
清
龍
祭

」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
雨
乞

い
の
儀
式
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
、
地

域
の
伝
統
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
清
龍
太
鼓

が
打
た
れ
、
雄
龍
と
雌
龍
が
燃
や
さ

れ
、
天
に
昇
る
様
は
非
常
に
感
動
し

ま
す
。
こ
の
様
に
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
楽
し
め
る
清
川
村
で
は
、
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
が
年
間
を
通
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
山 

が
新
緑
に
輝
き
、
お
弁
当
を
持
っ
て 

の
ハ
イ
キ
ン
グ 

を
楽
し
む
季
節 

に
な
り
ま
す
。 

小
さ
な
お
子
様 

か
ら
ご
高
齢
の 

方
達
ま
で
、
老 

若
男
女
皆
さ
ん 

で
楽
し
ん
で
い 

た
だ
け
る
と
思 

い
ま
す
。 

是
非
、
ご
家 

族
、
お
仲
間
同 

士
で
お
出
か
け 

下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
村
と
湖  

清
川
村 

石
井

い

し

い 

茂 し
げ

美 み 

 

私
の
住
む
神
奈
川
県
唯
一
の
村
「

清
川
村
」
は
、
四
方
を
山
々
に
囲
ま

れ
、
四
季
折
々
に
山
の
景
色
が
変
わ

り
、
私
達
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
村
の
木
の
も
み

じ
、
村
の
花
の
三
つ
葉
つ
つ
じ
、
そ

し
て
村
の
鳥
の
鶯
と
、
大
変
自
然
豊

か
な
清
川
村
で
す
。
毎
年
、
色
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

初
め
に
、
神
奈
川
県
北
西
部
に
あ

る
「
か
な
が
わ
五
湖
」
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
宮
ケ
瀬
湖
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
湖
で
は
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
色

々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
冬
の
時
期
が
来
る
と
行
わ
れ
て

い
る
代
表
的
な
イ
ベ
ン
ト
は
「
宮
ケ

瀬
ク
リ
ス
マ
ス
み
ん
な
の
つ
ど
い
」

で
す
。
こ
れ
は
三
〇
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
ジ
ャ
ン
ボ
ツ
リ
ー
を
は
じ
め
、

三
〇
万
球
で
飾
ら
れ
た
光
の
ト
ン
ネ

ル
な
ど
、
大
変
美
し
く
、
冬
の
夜
空 

 

 
 
 
 
 

に
幻
想
的
に
輝
い
て
い 

ま
す
。
年
が
明
け
る
と 

二
月
に
は
「
宮
ケ
瀬
バ 

レ
ン
タ
イ
ン
」
が
開
催 

  

  

神
奈
川
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の
紹
介 

（
社
）
神
奈
川
県
聴
覚
障
害
者
協
会

は
、
横
浜
市
、
川
崎
市
を
除
い
た
県
域

に
居
住
し
て
い
る
、
手
話
を
言
語
と
し

て
生
活
し
て
い
る
聴
覚
障
害
者
を
会
員

と
し
た
団
体
で
、
会
員
数
は
約450

名
で

す
。 当

協
会
は
、
県
内
に
お
け
る
聴
覚
障

害
者
と
手
話
に
対
す
る
理
解
の
普
及
及

び
聴
覚
障
害
者
（
以
下
、
「
ろ
う
者
」

と
い
う
。
）
の
社
会
参
加
の
促
進
と
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
整
備
を

大
き
な
目
的
と
し
て
、
神
奈
川
県
手
話

通
訳
者
協
会
、
神
奈
川
県
手
話
サ
ー
ク

ル
連
絡
協
議
会
他
の
関
係
団
体
と
と
も

に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

主
な
活
動
は
、
県
及
び
関
係
団
体
へ

の
要
望
行
動
、
ろ
う
者
と
手
話
に
つ
い

て
一
般
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

一
年
に
一
度
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
「
カ
ナ
ガ
ワ
・
デ
フ
・
ウ
ェ
イ
」
、

県
内
各
地
域
で
の
教
養
講
座
、
手
話
講

習
会
の
講
師
養
成
、
防
災
、
手
話
通
訳

制
度
や
街
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
問
題
な
ど

の
会
議
及
び
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
協
会
の
中
に
は
文
化
部
、
体
育

部
、
女
性
部
、
高
齢
部
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
将
棋
大
会
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
交
流
会
、
料
理
教
室
や
一

泊
交
流
会
な
ど
を
開
催
し
て
お
り
、
会

員
同
士
や
手
話
学
習
者
の
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
の
大
き
な
課
題
は
、
高
齢
聴
覚
障

害
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
の

整
備
で
す
。 

高
齢
者
の
た
め
に
は
介
護
保
険
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
健
聴
者 

（
聞
こ
え
る
人
）
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
難
し
い
聴
覚
障
害
者
は
、
充

分
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

で
す
。 

例
え
ば
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来
て
も
、

手
話
が
わ
か
ら
な
い
と
自
分
の
要
望
を

伝
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
や
っ
て
欲
し

い
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
え
な
い
ケ
ー
ス

や
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
も
、
手
話

が
出
来
、
聴
覚
障
害
者
の
こ
と
を
理
解

し
て
い
る
職
員
が
い
な
い
た
め
、
必
要

な
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
も
出
来
な
い
ま

ま
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
、
入
所
者
の
中
に
は

耳
が
遠
く
な
っ
た
人
も
い
ま
す
が
、
基

本
的
に
は
、
皆
音
声
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い
る
た
め
、
聴
覚
障
害
者

は
独
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
や
す

い
の
で
す
。 

彼
ら
の
他
に
も
、
他
の
障
害
を
併
せ

持
っ
て
い
る
聴
覚
障
害
者
の
生
活
の
支

援
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

当
協
会
は
、
彼
ら
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
整
備
す
る

た
め
に
、
関
係
団
体
と
と
も
に
「
神
奈

川
県
聴
覚
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
準

備
委
員
会
」
を
設
立
し
、
運
動
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
藤
沢
市
に
そ
の

よ
う
な
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
を
整

備
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
県
内
各
地
に
整
備

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

最
終
的
に
は
、
障
害
が
あ
る
、
無
い

に
関
係
な
く
、
全
て
の
人
々
が
参
加
出

来
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
目

指
し
て
、
皆
様
方
と
と
も
に
活
動
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り 

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お 

願
い
し
ま
す
。 
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さ
ん
ぽ
み
ち 

み
ん
な
の
広
場 

 



 

 

 

 

 

 

 
 

     
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

     

体
調
不
良
を
理
由
に
中
途
退
任
し

て
か
ら
五
年
余
、
絶
対
に
あ
り
得
な

い
と
思
っ
て
い
た
の
に
再
登
場
で
あ

る
。
し
か
も
そ
の
第
一
歩
目
か
ら
原

稿
の
締
め
切
り
期
日
に
間
に
合
わ
な

い
と
い
う
失
態
を
演
じ
、
事
務
局
に

大
変
な
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
容
赦
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

い
ま
茅
ヶ
崎
市
の
仲
間
た
ち
と
湘

南
エ
ッ
セ
イ
ク
ラ
ブ
を
作
り
「
小
さ

な
引
き
出
し
」
と
い
う
冊
子
の
編
集

に
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
原
稿
も
二

月
の
例
会
で
フ
ァ
ッ
ク
ス
し
て
く
れ

る
よ
う
仲
間
に
依
頼
、
送
信
し
た
旨

の
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ
て
い
た
の
で

安
心
し
て
い
た
。
締
め
切
り
日
を
は

る
か
に
過
ぎ
て
か
ら
原
稿
未
着
の
連

絡
、
「
わ
れ
老
い
た
り
」
と
し
み
じ

み
思
う
。
以
後
、
こ
の
よ
う
な
重
大

な
ミ
ス
の
な
い
よ
う
心
が
け
ま
す
。 

編
集
委
員 

新
屋

し

ん

や 

次
郎

じ

ろ

う (

藤
沢
市)
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編

集

室

か

ら 

【

 

】 
 

件
台
「
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
「
メ
ダ
ル
」 

兄 に
い

さ
ん
の 

東
京

と
う
き
ょ
う

タ
ワ
ー 

伸 の

び
し
て
る 

鎌
倉
市 

籾
山

も
み
や
ま

三
輪
子

み

わ

こ 

背 せ

の
丸 ま

る

い 

母 は
は

に
あ
げ
た
い 

金 き
ん

メ
ダ
ル 

大
和
市 

加
藤

か

と

う 

季 す
え

雄 お 

寅 と
ら

さ
ん
も 
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を 

覗 の
ぞ

き
込 こ

み 

横
須
賀
市 

安
部

あ

べ 

忠
夫

た

だ

お 

【

 

】 

件
台
「
読
書
」
「
苦
楽
」 

苦
楽

く

ら

く

な
ど 

無 な

き
さ
ま
見 み

せ
て 

野
良

の

ら

猫 ね
こ

は 

小
春
日

こ

は

る

び

の
な
か 

長
々

な
が
な
が

と
伸 の

ぶ 

 

藤
沢
市 

大
竹

お
お
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ふ
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杖
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ょ
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と

軽 か
ろ

や
か
に 

月 つ
き

の
道 み

ち 

茅
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田
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る
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哲 て
つ

弥 や 

湯
上

ゆ
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が
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の
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な
香 か
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り 

夕
涼

ゆ
う
す
ず

み 

横
須
賀
市 

有
川

あ
り
か
わ 

敏
夫

と

し

お 

 
<4月> 
7日(日)  県障害者スポーツ大会[ボウリング](知的)  
      (湘南とうきゅうボウル) 
7日(日)  県障害者スポーツ大会[アーチェリー](身体) 
      (県総合リハビリテーションセンター) 
14日(日)  県身体障害者ボウリング大会 
      (湘南とうきゅうボウル) 
18日(木)   肢体部会監事監査 
      (県社会福祉会館) 
21日(日)  県障害者スポーツ大会[ＦＤ] 
      (海老名運動公園) 
23日(火)  身障かながわ編集委員会 
      (県社会福祉会館) 
 
<5月> 
12日(日)  県障害者スポーツ大会[陸上]（身体） 
      (県立体育センター) 
14日(火)   肢体部会代議員会 

 (県社会福祉会館) 
19日(日)  県障害者スポーツ大会[陸上]（知的） 
      (県立体育センター) 
下旬   県身連理事会・評議員会 

      (県社会福祉会館) 
28日(火)  第58回日本身体障害者福祉大会 

 (北海道) 

 
<6月> 
9日(日)  県障害者スポーツ大会[卓球・STT] 
      (寒川総合体育館) 
26日(水)  肢体部会社会見学 
～27日(木) (岐阜県) 
27日(木)  日身連関東ブロック団体長会議 
～28日(金) (箱根富士屋ホテル) 
 
<7月> 
7日(日)  県障害者スポーツ大会[水泳] 
      (さがみはらグリーンプール) 
18日(木)  身体障害者富士登山 
      (富士山5～7合目) 
 
 
※問い合わせ 電話：０４５－３１１－８７３６  

           ０４５－３１１－８７４４  
              [推進センター]  
        ＦＡＸ：０４５－３１６－６８６０  

http://www32.ocn.ne.jp/~kanagawa_sinsho   

県身連事業予定 

県
身
連
視
力
部
で
は
、
毎
年
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル(

俳
句
・
川
柳
・
短
歌)

を
実
施
し
、
二
月
に
開
催
さ

れ
る
文
化
の
集
い
で
入
選
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
十
四
年
度
は
、
三
浦
市
で
二
月
十
一
日
に
実
施
し

ま
し
た
。 

そ
の
文
化
の
集
い
に
つ
い
て
少
し
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
視
力
部
の
文
化
祭
、
地
域
団
体
か
ら
の
朗

読
劇
や
コ
ー
ラ
ス
の
発
表
、
個
人
の
カ
ラ
オ
ケ
や
楽
器
演
奏
な
ど
会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。 

文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

幾
世
代

い
く

せ

だ

い 屋
敷

や

し

き

見
守

み

ま

も

る
銀
杏

ぎ
ん
な
ん

は 

小
粒

こ

つ

ぶ

な
り
し
も 

門 も
ん

に
鈴 す

ず

な
り 

大
和
市 

熊
谷

く
ま
が
や 

ウ
メ  

第５８回神奈川県身体障害者福祉大会 

 平成２５年度の福祉大会を次の通り

開催いたします。 

 期日 平成２５年１１月２４日(日) 

 会場 茅ヶ崎市民文化会館 

 


